
平成２９年１月３１日

熊本市における河川改修事業および流域貯留浸透事業による浸水対策の推進
平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 熊本市

・浸水を防止するための護岸の整備状況
・流域貯留施設の整備状況

（H22当初） （H24末） （H26末）
① 現況からの護岸整備達成延長

  （護岸整備率）＝　{（年度末時点護岸整備済延長）／（護岸整備全延長）}

② 流域における流出抑制効果の高い貯留施設の整備箇所数

③

④

⑤

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

熊本市公共事業評価監視委員会による審議 平成28年9月

熊本市ホームページに掲載

１．交付対象事業の進捗状況

地域 交付 直接 事業及び 事業実施期間（年度） 備考

種別 対象 間接 施設種別 H22 H23 H24 H25 H26

1-Ａ1-1 河川 一般 熊本市 直接 - 準用1 - 旧天明新川準用河川改修事業 熊本市 231

小計（総合流域防災事業） 231

地域 交付 直接 事業及び 事業実施期間（年度） 備考

種別 対象 間接 施設種別 H22 H23 H24 H25 H26

1-Ａ2-1 河川 一般 熊本市 直接 - 広域河川1 - 健軍川広域河川改修事業 熊本市 335

1-Ａ2-2 河川 一般 熊本市 直接 - 広域河川1 - 藻器堀川広域河川改修事業 熊本市 542

1-Ａ2-3 河川 一般 熊本市 直接 - 広域河川1 - 鶯川広域河川改修事業 熊本市 597

1-Ａ2-4 河川 一般 熊本市 直接 - 広域河川2 - 麹川広域河川改修事業 熊本市 74

1-Ａ2-5 河川 一般 熊本市 直接 - 流貯1 - 健軍川流域貯留浸透事業 熊本市 74

1-Ａ2-6 河川 一般 熊本市 直接 - 応対1,2 - 白川・緑川圏域（応急対策事業） 熊本市 287

小計（河川事業） 1,909

合計 2,140

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接

合計

番号 備考

分水路工、用地買収、補償

市町村名
全体事業費
（百万円）

交付対象事業

Ａ2　河川事業

事業種別 事業者
省略
工種

要素となる事業名
(事業箇所）

事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）

護岸工、橋梁工、用地買収、補償

護岸工、橋梁工、用地買収、補償

計画策定、用地買収、補償

社会資本総合整備計画（水の安全・安心基盤整備）　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

近年多発する局所的集中豪雨や都市化に伴う浸水被害の増大に対し、河川改修や流域での貯留などにより、浸水対策を実施することによって治水安全度の向上を図る。

67.0% 72.0%

0箇所 3箇所

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2,140百万円 Ａ 2,140百万円 Ｂ

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

百万円 Ｃ 百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

交付対象事業
Ａ1　総合流域防災事業

事業種別 事業者
省略
工種

要素となる事業名
(事業箇所）

事業内容

事業者
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）
番号 要素となる事業名

事業内容 市町村名
港湾・地区名

護岸工、用地買収、補償

計画策定、施設整備工

点検整備、設備更新

一体的に実施することにより期待される効果



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接

合計 0.0

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

３．特記事項（今後の方針等）

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

・熊本市域における治水安全度の向上を図るため、河川護岸の整備や流水阻害箇所の橋梁改修を行うなど、一定の整備進捗を図ることが出来た。

・熊本市域における治水安全度の向上を図るため、新たな「社会資本整備総合交付金」にて、平成27年度からも河川改修を継続して行っている。
・今後は、限られた予算のなかで効率的・効果的な整備を検討していきたい。

熊本市

熊本市

指標⑤

指標④

Ⅱ定量的指標の達成状況

72.0%

68.6%

３箇所

３箇所

番号 要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）事業者

指標②
（流域における
流出抑制効果の
高い貯留施設の
整備箇所数）

指標③

指標①
（現況からの護
岸整備達成延
長）

一体的に実施することにより期待される効果

・護岸の整備より先行して、流水の阻害箇所の橋梁改修や用地買収を行ったため

・目標達成



1 熊本市における河川改修事業および流域貯留浸透事業による浸水対策の推進

平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 熊本市

（参考図面）防災・安全

計画の名称

計画の期間 交付対象

  

熊本市 位 置 図 

植 木 町 

城 南 町 
富 合 町 

藻器堀川 広域河川改修事業 

麹川 広域河川改修事業 

健軍川 広域河川改修事業 

 鶯川 広域河川改修事業 

熊本市役所 

 白川・緑川圏域 （応急対策事業） 

旧天明新川 準用河川改修事業 

健軍川 流域貯留浸透事業 
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